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Q 稲 垣 水 か げ 　小 沢 志 江 子

（愛 知 学 泉 女 子 燈 大 ）

　成 田 君 子 　安 藤 節 子 　　　前 田 キ ミ ヨ

　　　（保 育 研 究 会 ）　　 （豊 橋 創 造 大 学 短 大 部 ）

ζま「　　 な 　　　 　し

ば　 な　 し　 の 　 特　 徴

　高 橋
一代 　宮 谷 玲 子

　 （名 古 屋 自 由 学 院 短 期 大 学 ）

　　　 1　 勁概と 目的

　私 た ちは。昔 ばな し と保育 を主 題 と して 、研究を は じめ

た。昨年 は、昔 ぱ な しに 対 す る保 育者 の 意 識 に つ い て 報 告

し た 。 そ の 中 で 幼児 に 聞か せ るお 話 を 選 ぶ 視点 を 調べ た と

こ ろ、　「ス ト
ー

リ
ー

」　r内容 と子 ど も と の 関 係」 が 上 位 に

あ げ られ た。ま た、子 どもの 頃聞 い た 昔 ば な しで、印象 に

残って い る 昔話 と し て あ げ られ た もの は 77 話 あ っ た。

（小 沢他，1999 ）。そ の 中 か ら順位 の 高 い もの 8 話 を

抽 出 して n ス ト
ー

り
一や モ チ

ー
フ を 小 澤 俊夫 「昔話 入 門 」

（ぎ ょ うせ い ）、真 野須 美子 「日 本 の 昔 話 の 変遷 。メ ッ セ

ージ 」　（明治 図書 ）、稲 田浩二 t／小 澤 俊 夫 編 「日 本昔話 通

観 」　（同朋 舎 出版） を 参 考 に して 類型 化 した。結果的 に は

小 さ 子 型 、知 恵比べ 型 、長 者型、1鄰 爺型、の 4 つ の 型が

得 られ た 。

　今回 は 、ス ト
ーリー・や 内容 を 昔ぱな しの 特 徴 （語 りの 法

則 ） と い う 視点 か ら分析 ・考 察 し子 ど もの 理 解や 興味 との

関 連 を 明 らか に す る 。

　　　 ll　 研 究 の 方 法

1　 分 析 の 対象 とな った 昔 ば な し

（1） 8 っ の 話 の 4 っ の 話型 に っ い て は、っ ぎの 通 りで あ

る。小 さ 子 型 （桃太郎 。一寸 法 師）、知悪 比 べ （猿 か に 含

戦 。か ち か ちω 謙 貍 （わ らし張 者 嶬 畑 八 瞬 、

の 爺型 （花咲 か じい
・t ぶ とり い ’）

小 さ 子 型 は 、体が 小 さ か っ た り生 ま れ万 が 晋漁 で な か っf：

子 ど も が 大 事 に青て られ て 後 に 大変 な 働 きを して 幸せ 砿 結

婚 をす る と い う タ イ プ。知恵比 べ 型 IS．主 人 公
・轍対者 は

そ れ ぞ れ知 恵を 働か せ る。弱 い 者 C
小 さ い 者 は 同情 や正 義

感 か ら協力 者 を得 た il　。 強 い 者 b大 きい 者 は 仇 と さ れ アこ り。

罰 を 受け た りす る モ チ
ー

フ を もっ 。長者 型 は 、 成 長 の 過 程

は 貧 しか っ た り、怠 け者 で あ って も努 力 した り運 を掴ん だ

り知恵 を働 か せ て 幸せ に な る と言 うタ イ プ。隣 の 爺 型 は。

正 直者 は 自然 に 添 う こ とで 得を す る 。 強 欲 な 者 は 人 の 真似

をす る こ とで 損を した り罰 を受 け る モ チ
ー．

フ を もつ 。

（2 ） 昔 ばな しは 、小 澤俊 夫再話 「日本昔
．
話」 を 利用 す る e

2　 分 析の 手 噸

（1 ）
．
話 の 大 す じは 順 を 迫 って 記 号 （工 。皿 …、a ・b …）

で 略述 す る 。語 りの 法 則 に っ い て は、小 澤 俊 夫 「昔 話 入 門 」

（ぎ ょ うせ い ） 「昔 ぱ な し と は何 か 」　（福 武文 庫） な ど を

参 考 に した。

（2 ）眥 ぱ な しの 特 微 （語 りの 法 則） を話型 別 に 分析 e 考

察す る e

　 と 　 　 　保 　 　 　育

　 に 　 つ 　 い 　 て　
一

大井富佐 子 　今 井 喜 志 子 　杉 浦 き く子

　 　　　　 　　　 　　　　（明 照 保 育 園 ）

　　 古 田 彰 子 　 　　 　 早 川 幸 子

　 （岡 崎 市 役 所 ）　（岡 崎 市 大 西 保 育 園 ）

（3）昔 ぱ な しの 特徴に っ い て 4 つ の 話 型を 比 較 考 察す る。

　 　　 皿　 結
．
果 と考 察

1　 話 の 大す じ と して の 公析 例 と し て 「猿 か に 合戦」 に つ

い て 、以下 に 示 す n
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2　 昔 ぱ な しの 特 徴 に よ る 話型 別分 析と 考察

表 1　　知 恵上ヒペ 型

9ix
’
なし

　 特徴

　 入公 と敵1

　 者〔臣手〕が

　 男確

　風立性　　　2

　 　 　 　 　

　 　 　 　

　 端 性 　 　
13
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 くり返 し41

リXA』言藍

髏
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 冒険　　5

　 　詭謝　
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6 ・思議な事

7 越的 世界

β酵
の
一
致

　　　　．
り皈 と柿の 種 を かや を刈 り始め る と A ・B 共偶然の

一
致が

（場所．条詫．閣 々 拾 っ た ．仇 討ち に が来 る．唐 辛 子をあ っ て出来 事 が起 き る
一

っ た 時T 度猿は 留 り始め る と狸が来

守だった 。部屋に 入 る．松の 木を切 り始

っ た 途端針を踏む 、 る と狸が来る

串 吹き竹を日 に 当て

L途 端蜂に刺 され る

”
を起こ した途端に

が はねてお でこ に

当た る 。戸口 か ら
1

’
出す時 臼が落ちる一−

9 トさい もの 自分 で仇 討 ち が出 来 自分で懲ち しめ る方A ・B 共小 さい 鷺弱い

強 さ ∫ い の で 援 助 を頼 む
噛．
識 考 える が大 変 な働 きをする

↑ 酷 性 の 首をち ょん 切 る を泥 の 舟で海 の 中 八 は猿 の 首 を切 りB は

（蝣 ・黝 に沈め る を海の 中へ 沈め て A

ユ 腿 に殺す

洋入公 ’
敵対者 A ・B 共 に動物 の話で ある。柿の 成長の 速さ、痛め つ け方

拷が極端で あり子ど もが理 解 し易 い ．言葉や 出来事、リズムの ある言葉の 繰

　 り返 しの 多い 事が、繰 り返 しを好む子 どもの 特徴と合 っ て い る．偶然に趨

　きる 出来 事が 小 さ い者 、弱 い者 が有利 に展 開 する事に共感する。主人公 ・

　　対者 が A ・B 共に動物で あり幼児の ア ニ メ 的思考
．
と合 o て い る 。

　3　 4 つ の 話型 の 比較 考 察

表 3　 4 つ の 話型の 比戦考 察

特徴 小さ干型 ・
知恵 比 べ 型 ・長者 型 ・隣の

1主 人 公

敵 対 者

屮．」．L −．．
．人公

一4 っ の 型 と も A ・B共通 の 成長

方 ）を持って い る 、
　 対者 一隣 の 爺型 と知 恵 比べ 型 は否 定 的

を する ．長 者 型 ・小 さ子 型 は主 人公 に対

　内容の 展開に大 きな役割を して い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　」
2楓立性

「
4 つ の 型 と もに主 人公 ・敵対 者 ・援助者

　 　ひ とつ ｝であ る 。
3極端性

　一 r　『
　間 ’動物

』
植物など 、成長の テ ン ポ が

と知 恵比べ 型は癬めっ け方が極端で ある　　　一
4 鯲 り返 し どの 話型 に も出来 犖 ・言 葉 ・リズム 的言

5 醤険 小さ子型は 未矩の 鬼を退 冶 しに 行 き ．知

　に仇討ちをす る．長者型
・
隣の 爺型 に一 ．． 

6不思識 な事

「　一
隣の 爺 型一同 じ行 為 を して も鯖果 が対象

り行 きに任 せ るが 敵対 者 は 欲か ら行動 す

7 超越的 世界 」、さ子 型 ・長者 型 ・隣の 爺 型 には 魔 力を

申の お 告げが 話の 展開を盗 り上げる 。小

ま鬼に より此岸か ら彼岸の 世界に なる。
8 偶 然 の一致

．．．
ど の話 型 に も場所 ・条件 ・時間の

一
致で

9 柚 嗜の 強 さ トさ子 型 と知患 比 べ型 は 小 さ い もの 、弱

10残 酷性 トさ予 型
・
知恵比べ 型

・
隣の 爺型は 痛め

る 。長 髫型 には残 酷性 は 見 られ な い ，．．．．．『「…皿
考黙

｛思 議 な 學 、

主人公と敵対者の 佐格や状態ほ 相反 して い る ．い ずれ

吾られ 単 純化 さ れて い る購 か ら子 どもに 理 解 し易い 。
しがあ る 帯は 来 知へ の 奸 奇心 ．知 っ てい る事 との 再会

　 　 　 　　 　異 郷 の世 界 のll陳 蘚 な どが いず れ の 話に

もの 持つ 冒険心．探索心など と 繋が る ．偶然 の
一

致に

した り、不安 が 解消 された り、安 心 した りな ど．子 ど

され て 行 く方向 に移って行 く。艮 著型 に は 残酷性は見

には 敵対者や 援助者が 残醵な目に 合う ，子 どもは 主人

ち悪に 対して の 報い と して 受け止め 、そ の 方法に つ い

事か ら満足 感 さえ抱 くこ とにな る。閲

（悪 徳 ）

表 2　 長 考型
、
昔ばな し ．カテ ゴ リーの 分析

特徴 わ らしべ長脅  寝太郎 〔B［ 考　察

1r
．
人 公 と敵 持 の息 子 と長 者 ． しい家 の ，馨子と

ゴ
A ・B共に一人息子、

・者 （相手［が 人公は 怠け者思い
』
。主人公は怠 け者 慰け者．敵対者は長 者

男確 り無欲。敵対者は 恵がある。敵酎者
’1
が深く 自分 中心 。

産を守 る為に恩 ま財産 を守 る ため に

を遺 い 出 す， 蒲 げに従 う．
2 立性

一
入息子 ・長者・わ ・

人息子 ・長者 ・生 A ・B 共 に主 人 公
・

ちしべ ・蓮 ・乱年 け捕 りに した鳩
・
松
・
脅 は

一
人．物が話 の

刀。 木． トーり一を変化。
3
．
端性 持か らなん に も六 1年 中寝 て いた 息子 A は 兪 持 か ら一文な し

しで 家を出 る。 ‘一
夜で長者の 婿。になる事が話の糸ロ ．

闇 。 Bは 策 略 が暗 閤で 成功

慧け者が一夜で 長者。
4
凵
り返 し

驢
の葉 死 り ・瞭噌 売 田が なけれ ば 田を…

　　 
A は 出釆事の 繰 り返 し

〔リズム
・
謡〕 り

・
鍛冶屋の 求め て がなければ 畑 を…’

話 が展 開，B は リ

い る物を差 し出す。
‘
物 がな けれ ば 巷物 の ある言葉の 繰 り返

（3 回 ） が なけれ ば銭を…し．皿一．一一一
5 冒険脆陂〕 守の八 楢様に な っ A 冒険な し。B 八幡様

長 者 に 呼び 掛 け るに化 けて 長者を騙す ．一
6 ・思議 な 事 刀が 鞘 か ら飛び 出 し A 刀 が飛び出 し山犬 に

山犬に 斬 りかか る， 匠りか か る．B不思議

♂出来事はない 。
7 沼越 的 世 界

8 然の
一

致わ ちしべ 三本拾 う，”
者が見た時 に飾 っ A は 偶然 の一致か ら話

慚 ・籍 膿 ｝
」

の 葉売 りが来た こ鳩が鎮守の 森の方が展 開 。B は 1回 の偶

に風、味噌売 りが・・に飛ん で行 く。 、ミで 話の 内容 が決 定的

こ時に 雨 、刀 を冷 に な る。
した い 時に 味噌．山
「
退治を長者が見る1 『一

9 トさい 者の か ら追 い 出された 寝て ば か りい た 怠 け A ・B 共 に長者の 婿に
調蒐

さ 愚 か者 が 長者の 婿
ー
が長者の 婿 よ ウ幸せ になる 。

1 酷怪

ど もは A ．B の 息 子 の臆遇の 違い に興 味 を持 っ 。A の 偶然 に起きる出来

「の 繊 り返 しで話 が 展 開す る事 を好む 。B の 話で は、主人公の 闘険か ら話
‘展 開 す るそ の 遮 さに興味を持っ ．

　　　 N 　ま とめ と 今後の 課 題

　 4 っ の 話 型 8 題 に っ い て 昔 ぱ な しの 特徴 を 分 析 した。研

究 者 の 保 育経験 か ら子 ど もの 特徴 を と らえた もの と、昔 ぱ

な しの 特 黴 との 間 に共 通 した もの を、ど の 話型 に も見出 だ

す こ と が 出来 た 。

　 わ か り易 い こ と 、 お も し ろい と 言 う点 で は 、孤立 的 に 、
ま た 極 端 に 語 られ る こ と で 、子 ど もは登場 人物 ・場所 ・出

来 事 な ど が イ メ ージ し易 い と考 え られ る 。冒 険や 不思 議 な

こ と へ の 興 味 は 「少 し怖 い け れ ど や って み た い 、ど う して、
な ぜ、1 な ど、子 ど もの 知 りた い 気持 ち を十分 に 満足 させ

る と言 え よ う。リズ ミ カ ル な言 葉 の 繰 り返 し、話 の 繰 り返　　 P

し、偶 然 の
一

致 な ど は、子 ど もの 感 牲 を 揺 さ ぶ り、ま た 再

会 の 喜 び に 邇 ず る と も言 え よ う。残 酷 ざ に っ い て は、善を

よ しと し、悪 を懲 らしめ よ う と す る 子 ど も の 持 つ 心情 と結

び っ き 共感 を 得 る と恩 わ れ る。

　昔 ぱ な しを口 で 語 ら れ 耳 で 聞 か さ れ て き た 文 芸 と して 見

直 した 時 に 、 子 ど もの 理 解 や 興 味 と ど の よ うに 関連 して い

る か に つ い て考 え た。今 後 はお 議 の 選 択や 語 り方 に 視点を

あ て て 昔 ぱ な しを聞 か せ た 時 の 子 ど もの 反 応 に 注 目 し、 保

育 の 中 に 活かす 方法 を換 索 した い と思 う。
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